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	− 動物看護師の保定技術の向上を目指して −
	動物の診療に不可欠な「保定」技術

	※本公聴会は、生物圏科学研究科の「共同セミナー」となります。
	※問い合わせ先：谷田　創　（内線：7974, htanida@hiroshima-u.ac.jp）

